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貝塚市ホストタウン事業
推進本部長

貝塚市長　藤 原  龍 男

ホストタウンとは
　東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会参
加国・地域との人的・経済的・文化的な相互交流を図る
とともに、スポーツ振興や教育文化の向上、地域活性化
等を目的とする各種事業を展開する地方公共団体を国が
「ホストタウン」として登録するものです。

　貝塚市は、女子卓球種目
で台湾を相手地域とし、平成
30 年 8 月 31 日に登録され
ました。

　府内では、ほかに大阪市（オーストラリア）、池田市（ロ
シア、フランス）、高槻市（オーストラリア）、茨木市（オー
ストラリア）、泉佐野市（ウガンダ、モンゴル）、箕面市
（ニュージーランド）、が登録されています。（令和元年
6月28日現在）

女子卓球競技種目での
ホストタウン登録

　1964 年の東京オリンピックでは、「東洋の魔女」と称賛された女
子バレーボールチームが金メダル獲得という輝かしい成績を収め、そ
のチームの主力選手の多くが我が貝塚を拠点とした日紡貝塚のメン
バーでした。
　現在、その日紡貝塚の体
育館は改修され、平成 28

（2016）年から日本生命女
子卓球部の練習拠点となっ
ています。
　日本生命女子卓球部の村
上総監督は、2012 年のロン
ドンと2016 年のリオデジャネイロのオリンピック大会で女子卓球日本
代表チームの監督を務められ、２大会連続メダル獲得に導かれました。
本市は、卓球を通じたまちづくりをすすめるにあたり村上総監督をはじ
めとした日本生命のご協力のもと、東京 2020 オリンピック・パラリン
ピック競技大会のホストタウンの登録に向け取り組んできました。
　東京 2020 オリンピックでは、女子卓球競技を応援していきます。

貝塚市と台湾とのつながり
　貝塚市では、平成 14 年から10 年以上にわたり、かいづか国際
交流協会の会員がホストファミリーとして台湾の国立台中科技大学の
学生を毎年受け入れ、交流事業を重ねています。
　また、貝塚青年会議所（貝塚 JC）は、昭和 38 年に台北市国際
青年商会（台北 JC）と姉妹提携を結び、以降、現在まで IFP 児
童交換事業としてお互いの市の子どもたちを相互に招いてのホームス
テイや、両 JC の会員相互交流を行うなど、民間レベルでの交流が
盛んに行われてきました。
　このように、長年にわたり民間レベルで交流を重ねてきた台湾を相
手地域として今回ホストタウン登録を行い、本市との交流をさらに深
めていきます。

日紡貝塚バレーボールチームの練習の様子

現在の日本生命体育館

　推進本部委員をはじめ関係者がラ
ケットピンバッジを付け、本市ホストタ
ウン事業を進めています。

「ホストタウン事業だより」は2か月に1回発行します。
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現在までの取組み

●平成30年 12月
　台湾淡江高校の卓球部の選手・コーチを貝塚
市に招き、日本生命体育館で日々練習を重ね、
世界で戦える選手を目指しているジュニアアシス
ト卓球アカデミー生とともに市内中学生たちと卓
球を通じた交流を行いました。

●カウントダウンボードの設置
　東京 2020 オリンピック競技大会開会日までの
日数と応援メッセージを記したカウントダウンボー

ドをオリンピック開催 500 日前から設置していま
す。カウントダウンボードは市民のみなさんと手作
りし、開会日まで、一日ずつカウントダウンを繋い
でいます。市内 5 か所（まちの駅かいづか、貝
塚市役所、図書館、体育館、水間観音駅）で
掲示しています。

●学校園給食での台湾料理の提供
（400日前イベント）

　令和元年 6 月 20 日、市立小学校・中学校で
は「焼きビーフン」、市立認
定こども園では「ルーローハ
ン、ビーフンサラダなど」 の
台湾料理を楽しみました。

これからの取組み（予定）

●開幕１年前イベント
（令和元年 8月19日～ 21日）

　「行こうよ！台湾！～2泊3日交流の旅～」として、
公募による台湾訪問団を結成し、中華民国卓球
協会およびチャイニーズタイペイ五輪委員会を表
敬訪問するとともに、台湾文化体験、市民交流
を行います。
●開幕 300日前イベント
（令和元年 9月21日）

　市民卓球交流フェスティバルを開催します。
　日本生命レッドエルフ、ジュニアアシスト卓球ア
カデミー生による模範演技や講習をはじめ、サウ
ンドテーブルテニス体験などを実施します。詳しく
は 8 月広報に掲載しています。
●開幕 200日前イベント
（令和 2年 1月頃）

　台湾の卓球選手又は中高生卓球選手を招いて
卓球を通じた市民交流を実施します。詳細は 11
月広報でお知らせする予定です。
●開幕 100日前イベント
（令和 2年 4月 15日）

　東京 2020 オリンピックの聖火リレーのコース
に貝塚市が選ばれました。時間やコースについて
は 12 月にお知らせする予定です。
●その他イベント
・�文化の日のつどい（令和元年 11 月 3 日）
　�オリンピックに関する講演会を行います。詳細

は 10 月広報でお知らせする予定です。
・�オリンピック開催中はパブリックビューイング会

場を設置し、台湾卓球チームや日本卓球チー
ムの応援をします。詳細は決まりしだいお知ら
せします。

日本生命レッドエルフを応援しよう！！
　2018 年に卓球の新リーグＴリーグが創設され、貝塚市を練習拠点とす
る日本生命レッドエルフが参戦し、今年、3 月 17 日開催されました「Ｔリー
グファイナル 2018－2019 シーズンプレーオフファイナル」において木下

アビエル神奈川を下し
初代王者に輝きました。
　今年のＴリーグは、
日本生命レッドエルフ
が 8 月 30 日（金曜日）
にエディオンアリーナ大
阪（府立体育会館）に
おいて、木下アビエル
神奈川を迎えて開幕し

ます。また、12 月 7 日、8 日は
貝塚市立総合体育館で日本ペイ
ントマレッツと木下アビエル神奈
川と対戦します。日本生命体育館

（貝塚市）で日々練習を重ねてい
る日本生命レッドエルフをみんな
で応援しましょう。

 レッドエルフの開幕スケジュールはこちら 

8 月 30	日㈮	 18：30	 対木下アビエル神奈川
8 月 31	日㈯	 17：00	 対日本ペイントマレッツ
9 月  1	日㈰	 12：00	 対トップおとめピンポンズ名古屋
場所はいずれもエディオンアリーナ大阪（府立体育会館）

Tリーグ初代王者に輝いた日本生命レッドエルフ
昨年、総合体育館でTリーグ開催

台湾淡江高校が貝塚市役所を訪問

第二中学校で卓球交流

中央小学校での給食の様子

貝塚市立総合体育館での開催については、詳細が決まりしだいお知らせします。


